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本
稿
は
、「《
資
料
》 

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
―
和
歌
を
主
題

と
す
る
組
香
（
一
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
、
二
〇
一
六
年
一
一

月
）
に
引
き
続
き
、竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
所
載
の
組
香
に
つ
い
て
、と

く
に
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
を
対
象
に
、
翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な
う
も
の
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
楽
の
巻
か
ら
、
白
川
香
・
難
題
香
・
貝
追
香
・
駒
止
香
・

竜
田
川
香
・
き
ゞ
す
香
・
一
声
香
・
五
行
香
の
八
つ
の
組
香
を
取
り
上
げ
る
。
な

お
、
貝
追
香
は
、
謡
曲
を
題
材
と
す
る
が
、
和
歌
一
首
を
記
録
す
る
組
香
で
あ

る
た
め
、
便
宜
上
、
本
稿
の
考
察
に
含
め
る
。
資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説
明

は
、「《
資
料
》 

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
46

巻
第
2
号
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
凡
例
お
よ
び
香

道
用
語
解
説
は
、
前
掲
『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、

本
稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関

わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。

一
、（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構
造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道

用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。
そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語

解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、（
2
）
で
引
用
す
る
和
歌
作
品
の
本
文
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
新

編
国
歌
大
観
』V

er.2

（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
る
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介

│  

和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
（
二
）  

│

矢　

野　
　
　

環

福　

田　

智　

子
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《
楽
巻
―
六
》
白
川
香

【
翻
刻
】

 
△
（
朱
）
白
川
香

 

　
後
拾
遺
集　
　

 

　
　
　
　
　
　
　

能
因
法
師　
　

 

　
　

都
を
は
霞
と
と
も
に
立
し
か
と
秋
風
そ
ふ
く
白
川
の
関

 

　
千
載
集　

 

　
　
　

従
三
位
頼
政　
　

 

　
　

都
に
は
ま
た
青
葉
に
て
見
し
か
と
も
紅
葉
散
し
く
白
川
の
関

 

　

此
哥
を
以
て
組
た
る
也
。」
楽
二
九
オ

一　

名
乗
紙
に
認
出
す
べ
し
。

一　

都
の
霞
の
香
、
都
の
青
葉
の
香
、
各
一
包
、
白
川
の
関
の
香
、
一
包

客
香

也

、
以
上
三
包
出
香
と
す
地
香
外
に
拵
へ

試
に
出
す　
。

一　

三
炷
焚
終
り
て
名
乗
紙
に
認
出
す
を
、
記
録
に
當
り
斗
を
記
す
。
点

な
し
。
下
に
左
の
こ
と
く
認
る
べ
し
。

 

　

  

白
川
香
一
炷
中　
　

関
川
と
書　
　
　

 

　

霞
香
斗
り
中
り　
　

秋
風
ぞ
吹
と
書

 

　

  

青
葉
の
香
斗
中
り　

紅
葉
散
と
書　
　

 

　

皆
中
り
は　
　
　
　

関
こ
ゆ
る
と
書

 

　

無
は　
　
　
　
　
　

関
止
と
書
べ
し
。」
楽
二
九
ウ

 

　
　

白
川
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
楽
三
〇
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
　

都
の
霞　
　
　
　
　
　
　

コ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　

　
　

都
の
青
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

白
川
の
関
（
客
）　
　
　

1　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、
地
香
「
都
の
霞
」「
都
の
青
葉
」
の
香
（
以
上
、
試
香
あ

り
）、
客
香
「
白
川
の
関
」
の
香
（
試
香
な
し
）
を
各
一
包
、
計
三
包
を
用

い
、
名
乗
紙
に
答
え
を
書
く
。
記
録
に
は
、
聞
き
当
て
た
も
の
の
み
、
そ

の
香
の
名
を
記
し
、
最
下
段
に
は
、「
白
川
」
の
み
聞
き
当
て
れ
ば
「
関

川
」、「
霞
」
な
ら
「
秋
風
」、「
青
葉
」
は
「
紅
葉
散
」、
皆
は
「
関
こ
ゆ

る
」、
す
べ
て
聞
き
違
え
れ
ば
「
関
止
」
と
書
く
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
二
首
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
後
拾
遺

集
』『
千
載
集
』
に
載
る
。

　
　

  

み
ち
の
く
に
に
ま
か
り
く
だ
り
け
る
に
、
し
ら
か
は
の
せ
き
に

て
よ
み
は
べ
り
け
る 

能
因
法
師　
　

み
や
こ
を
ば
か
す
み
と
と
も
に
た
ち
し
か
ど
秋
風
ぞ
ふ
く
し
ら
か
は

の
せ
き 

『
後
拾
遺
集
』
巻
第
九
羈
旅
、
五
一
八
番

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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*
*

**

*



21 竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

　
　

  

嘉
応
二
年
法
住
寺
殿
の
殿
上
歌
合
に
、
関
路
落
葉
と
い
へ
る
心

を
よ
み
侍
り
け
る 

前
右
京
権
大
夫
頼
政

み
や
こ
に
は
ま
だ
青
葉
に
て
み
し
か
ど
も
も
み
ぢ
ち
り
し
く
白
川
の

せ
き 

『
千
載
集
』
巻
第
五
秋
歌
下
、
三
六
五
番

た
だ
し
、
後
者
の
作
者
名
に
つ
い
て
は
、
本
伝
書
で
は
「
従
三
位
頼
政
」

で
あ
り
、『
千
載
集
』
の
「
前
右
京
権
大
夫
頼
政
」
と
は
官
位
が
異
な
る
。

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
『
歌
枕
名
寄
』
で
あ
る
。
巻
第
二
十
七
、「
白
川

関
」
題
に
は
、当
該
頼
政
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
七
〇
五
九
番
）
が
、作

者
名
表
記
は
、
本
伝
書
と
同
じ
「
従
三
位
頼
政
」
で
あ
る
。
そ
の
三
首
前

（
七
〇
五
六
番
）
に
は
、
右
の
能
因
歌
が
位
置
し
て
お
り
、
本
伝
書
が
、
こ

れ
ら
二
首
の
歌
を
、『
歌
枕
名
寄
』
に
見
出
し
た
可
能
性
が
指
摘
し
得
る
で

あ
ろ
う
。

こ
の
能
因
と
頼
政
の
歌
は
、
傍
線
部
分
で
示
し
た
よ
う
に
、
歌
の
構
造

が
共
通
し
て
い
る
。

都
を
ば
／
霞
と
と
も
に
／
立
ち
し
か
ど
／
秋
風
ぞ
吹
く
／
白
川
の
関　

（
能
因
）

都
に
は
／
ま
だ
青
葉
に
て
／
見
し
か
ど
も
／
紅
葉
散
り
し
く
／
白
川

の
関　
（
頼
政
）

お
そ
ら
く
こ
の
点
か
ら
、こ
れ
ら
の
歌
が
選
び
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。客

香
の
名
「
白
川
の
関
」
は
両
歌
の
結
句
か
ら
採
り
、
地
香
の
名
は
、
能
因

歌
か
ら
「
都
の
霞
」、頼
政
歌
か
ら
「
都
の
青
葉
」
を
発
想
し
て
い
る
。
香

之
記
に
記
す
名
目
も
、
聞
き
当
て
た
香
に
よ
っ
て
、「
霞
」
な
ら
「
秋
風
」、

「
青
葉
」
な
ら
「
紅
葉
散
」
と
い
う
よ
う
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
に
対
応
し

た
も
の
で
あ
る
。

《
楽
巻
―
一
八
》
難
題
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
難
題
香

 

　

  

む
か
し
伊
勢
国
山
邊
と
い
ふ
所
に
哥
人
住
り
。
時
の　

帝
よ
り
四

方
の
時
鳥
と
い
へ
る
難
題
を
下
し
給
ひ
け
れ
は
、

 

　
　
　

北
よ
り
も
南
に
よ
ぎ
る
時
鳥
月
の
出
入
る
山
に
こ
そ
す
め

 

　

  

か
く
詠
し
か
ば　

君
限
な
く
感
思
召
、
や
か
て
大
内
に
召
れ
、
和

哥
所
の
ゆ
る
し
を
得
た
り
。
山
邊
赤
人
是
也
。」
楽
三
二
ウ

一　

試
な
し
。

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
べ
し
。

一　

香
皆
焚
終
て
香
包
を
開
く
べ
し
。

一　

東
の
香
、
西
の
香
、
南
の
香
、
北
の
香
、
各
三
包
充
、
時
鳥
香
一
包
、

都
合
十
三
包
拵
へ
、
分
様
左
の
如
し
。

 

　
　

  
四
方
の
香
十
二
包
の
内
、
二
包
除
け
、
残
十
包
に
時
鳥
の
香
を
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加
へ
、
十
一
包
打
交
て
出
香
と
す
除
た
る
香

は
不
用

。」
楽
三
三
オ

一　

無
試
十
炷
香
の
如
く
聞
て
、
皆
焚
終
り
て
後
に
、
名
乗
紙
に
各
何
成

と
も
印
を
付
て
出
す
べ
し
。

一　

記
録
は
當
り
斗
を
記
す
。

 

　

出
香
北
な
れ
は　

來
と
書
。　
　
　

出
香
南
な
れ
は　

過ヨ
ギ
ルと

書
。

 

　

出
香
東
な
れ
は　

月
出
と
書
。　
　

出
香
西
な
れ
は　

月
入
と
書
。

 

　

  

時
鳥
香
、
六
炷
目
迄
は
時
鳥
と
書
。
七
炷
よ
り
後
は
山
の
端
啼
と

書
。
皆
中
は　

四
方
時
鳥
と
書
。」
楽
三
三
ウ　

出
香
に
は
包
の
銘
の

通
り
認
る
べ
し
。

一　

名
乗
紙
認
様
は

◯ 

△       

◯ 

△    

ウ    

◯ 　
　
　

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

九 

十 

十
一　

名
乗

      

□ 

▽△▽△       

□    

▽△▽△     

▽△▽△ 　

 

　
　

  

此
圖
の
如
く
心
得
、
何
成
共
紛
れ
ざ
る
や
う
に
し
る
し
を
付
て

出
す
べ
し
。

 

記
録
認
様
左
の
こ
と
し
。」
楽
三
四
オ

 

　
　

難
題
香
之
記　
　

東
西
除
（
朱
）

 

　
〔
表
〕」
楽
三
四
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
　

東　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

西　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

3 

― 

2　
　
　

　
　

南　
　
　
　
　

 　

 　
　
　
　

11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

北　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

時
鳥　
　
　

1　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
東
」「
西
」「
南
」「
北
」
の
香
各
三
包
、
計
十
二
包
か
ら

二
包
を
除
き
、
残
り
の
十
包
に
「
時
鳥
」
の
香
一
包
を
加
え
、
計
十
一
包

を
用
い
、
無
試
十
炷
香
の
よ
う
に
聞
く
。
答
え
は
、
一
炷
目
か
ら
十
一
炷

目
ま
で
、同
香
が
ど
の
よ
う
に
出
た
か
が
わ
か
る
よ
う
に
印
を
付
け
て
、名

乗
紙
に
書
く
。
記
録
に
は
、
ま
ず
、
香
包
を
開
い
て
披
露
さ
れ
た
正
答
を
、

包
み
に
記
さ
れ
た
香
の
銘
（「
東
」「
西
」「
南
」「
北
」「
時
鳥
」）
の
と
お

り
に
書
く
。
そ
し
て
、
聞
き
当
て
た
も
の
の
み
、「
北
」
は
「
來
」、「
南
」

は
「
過
」、「
東
」
は
「
月
出
」、「
西
」
は
「
月
入
」
と
記
し
、
ま
た
、「
時

鳥
」
は
、
六
炷
目
ま
で
に
出
れ
ば
「
時
鳥
」、
そ
れ
以
降
は
「
山
の
端
啼
」

と
書
く
。
さ
ら
に
、
皆
の
場
合
は
、
記
録
の
最
下
段
に
「
四
方
時
鳥
」
と

記
入
す
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

山
辺
赤
人
が
、
帝
か
ら
下
さ
れ
た
「
四
方
の
時
鳥
」
と
い
う
難
題
に
対

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
*

*

*
*

*

*
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し
て
、
見
事
に
詠
ん
だ
と
い
う
和
歌
に
拠
る
。
こ
の
説
話
お
よ
び
和
歌
の

出
典
に
つ
い
て
は
、
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。
香
之
記
に
書
く
名
目
の
う

ち
、「
北
」
の
香
を
聞
き
当
て
た
と
き
に
「
来
」
と
書
く
の
は
、「
北
／
来

た
」
の
掛
詞
に
拠
る
か
。

《
楽
巻
―
一
九
》
貝
追
香

【
翻
刻
】

 

△
（
朱
）
貝カ

イ
ヲ
イ追

香

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
べ
し
。

一　

組
合
聞
に
て
勝
負
は
一
方
〳
〵
に
有
。

一　

左
方
五
人
、
右
方
五
人
と
分
れ
聞
也
。

一　

白
楽
天
の
香
一
包
、
住
吉
の
香
一
包
、
貝
の
香
五
包
客
香

な
り

、
都
合
七
包

出
香
と
す
地
香
外
に
拵
試
に　

出
す
。
客
香
試
な
し

。
皆
焚
終
て
後
に
香
包
紙
を
開
く
也
。」
楽
三
五
オ

一　

記
録
は
皆
認
る
べ
し
。
客
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
、
地
香
独

聞
二
点
、
二
人
よ
り
一
点
充
也
。
勝
た
る
方
に
は
住
吉
と
認
め
、
負

た
る
方
へ
は
白
楽
天
と
認
る
べ
し
。
皆
中
は
聞
の
所
に
左
の
哥
を
し

る
す
也
。

 

　
　

  

苔
衣
着
た
る
岩
ほ
は
さ
も
な
く
て
き
ぬ
〳
〵
山
の
帯
を
す
る
か

な

 

認
様
左
の
ご
と
し
。」
楽
三
五
ウ

 

　

貝
追
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
楽
三
六
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
　

白
楽
天　
　
　

コ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　

　
　

住
吉　
　
　
　
　
　
　
　

7

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

貝　
　
　
　
　

1　
　
　
　
　
　

左
方
と
右
方
、
五
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
行
う
。
本
香
に
は
、
地
香
「
白

楽
天
」「
住
吉
」
の
香
（
以
上
、
試
香
あ
り
）、
各
一
包
、
客
香
「
貝
」
の

香
（
試
香
な
し
）
五
包
の
計
七
包
を
用
い
、
名
乗
紙
に
答
え
を
記
す
。
す

べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
香
包
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
。

記
録
に
は
、
聞
き
当
て
て
も
聞
き
違
っ
て
も
、
す
べ
て
の
答
え
を
記
入

す
る
。
客
香
の
独
り
聞
き
は
三
点
、
二
人
か
ら
は
二
点
、
地
香
は
、
独
り

聞
き
二
点
、
二
人
か
ら
は
一
点
で
あ
る
。
勝
っ
た
方
に
は
「
住
吉
」、
負
け

た
方
に
は
「
白
楽
天
」
と
書
く
。
皆
の
場
合
は
、
最
下
段
に
「
苔
衣
着
た

る
岩
ほ
は
さ
も
な
く
て　

き
ぬ
〳
〵
山
の
帯
を
す
る
か
な
」
と
い
う
和
歌

一
首
を
記
す
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

謡
曲
『
白
楽
天
』
に
拠
る
組
香
で
あ
る
。
唐
の
詩
人
、白
楽
天
（
ワ
キ
）

は
、
筑
紫
の
松
浦
潟
で
、
漁
翁
（
シ
テ
）
―
実
は
住
吉
の
神
―
に
出
会
う
。

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*
*

*

*

*

*
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そ
の
と
き
白
楽
天
の
詠
ん
だ
詩
を
、
漁
翁
が
即
座
に
和
歌
に
詠
み
換
え
る

と
い
う
場
面
に
、
当
該
歌
（
傍
線
部
参
照
）
が
見
出
せ
る
。

ワ
キ　
（
前
略
）、
い
で
さ
ら
ば
目
前
の
気
色
を
詩
に
作
っ
て
聞
か
せ

う
、
青
苔
衣
を
帯
び
て
巌
の
肩
に
掛
か
り
、
白
雲
帯
に
似
て
山
の
腰

を
圍
る
、
心
得
た
る
か
漁
翁
。

シ
テ　

青
苔
と
は
青
き
苔
の
、
巌
の
肩
に
掛
か
り
た
る
が
衣
に
似
た

る
と
候
ふ
な
、白
雲
帯
に
似
て
山
の
腰
を
圍
る
、面
白
し
面
白
し
、日

本
の
歌
も
た
だ
こ
れ
候
ふ
よ
、苔
衣
、著
た
る
巌
は
さ
も
な
く
て
、衣

著
ぬ
山
の
帯
を
す
る
か
な
。

 

（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
』
下
よ
り
）

こ
の
後
、
白
楽
天
は
、
住
吉
の
神
に
よ
っ
て
唐
に
帰
さ
れ
る
と
い
う
結
末

に
な
っ
て
お
り
、
住
吉
の
神
は
、
白
楽
天
に
対
し
圧
倒
的
な
力
を
見
せ
る
。

な
お
、
客
香
の
名
と
さ
れ
た
「
貝
」
は
、
謡
曲
『
白
楽
天
』
に
は
出
て

来
な
い
。
だ
が
、本
謡
曲
の
舞
台
が
松
浦
潟
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、干

潟
で
貝
を
採
る
と
い
う
連
想
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
組
香
の
始
め
に「
住
吉
」

方
、「
白
楽
天
」
方
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
勝
っ
た
方
を
「
住
吉
」、
負

け
た
方
を
「
白
楽
天
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
も
、
謡
曲
『
白
楽
天
』
の
内
容

を
踏
ま
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。

《
楽
巻
―
二
〇
》
駒
止
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
駒
止
香

 

新
古
今
集　
　
　
　

 

　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成　
　

 

　

駒
と
め
て
猶
水
か
は
ん
山
吹
の
花
の
露
そ
ふ
井
手
の
玉
川

 

新
続
古
今
集　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

従
三
位
頼
政　
　

 

　

近
江
路
や
真
野
ゝ
濱
邊
に
駒
と
め
て
比
良
の
高
根
の
花
を
見
る
哉

 

新
古
今
集　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

藤
原
定
家
朝
臣　
　

 

　

  

駒
と
め
て
袖
打
拂
ふ
か
け
も
な
し
佐
野
ゝ
渡
り
の
雪
の
夕
く
れ
」

楽
三
六
ウ

 

　

此
古
哥
に
よ
り
て
組
侍
る
。

一　

名
乗
紙
に
認
べ
し
。

一　

佐
野
ゝ
渡
の
香
、
真
野
の
濱
の
香
、
井
手
の
玉
川
の
香
客
香

也

、
各
一
包

充
、
都
合
三
包
出
香
と
す
地
香
、
外
に
拵
へ

試
に
出
す　
　
　

。
皆
焚
終
て
後
に
香
包
紙
を
開
く

也
。

一　

記
録
点
は
、
客
香
二
点
、
地
香
一
点
充
也
。
聞
の
下
に
、
左
の
如
く

認
る
。」
楽
三
七
オ

 

　

皆
中
は　
　
　

駒
止
と
書
。

 
　

皆
無
は　
　
　

落
馬
と
書
。

 

　

佐
野
渡
斗
は　

袖
拂
ふ
と
書
。

 

　

井
手
斗
は　
　

山
吹
の
瀬
と
書
。
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真
野
斗
は　
　

峯
の
花
と
書
。

 

記
録
認
様
末
の
ご
と
し
。」
楽
三
七
ウ

 
　
　

駒
止
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
楽
三
八
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

佐
野
の
渡　
　
　
　

コ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　

　
　

真
野
の
浜　
　
　
　
　
　
　
　

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

井
手
の
玉
川　
　
　

1　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、
地
香
「
佐
野
の
渡
」「
真
野
の
浜
」
の
香
（
以
上
、
試
香
あ

り
）、
客
香
「
井
手
の
玉
川
」（
試
香
な
し
）
の
香
、
各
一
包
計
三
包
を
用

い
、
名
乗
紙
に
答
え
を
記
す
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
香
包
を
開
き
、

正
答
を
披
露
す
る
。

記
録
点
は
、
客
香
を
聞
き
当
て
る
と
二
点
、
地
香
は
一
点
と
す
る
。
記

録
の
最
下
段
に
は
、
皆
の
場
合
は
「
駒
止
」、
す
べ
て
聞
き
違
う
と
「
落

馬
」、
聞
き
当
て
た
香
が
「
佐
野
の
渡
」
の
み
で
は
「
袖
拂
ふ
」、「
真
野
の

浜
」
で
は
「
峯
の
花
」、「
井
手
の
玉
川
」
で
は
「
山
吹
の
瀬
」
と
記
す
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
三
首
は
、
い
ず
れ
も
「
こ
ま
と
め

て
」（
傍
線
部
参
照
）
と
い
う
句
を
も
ち
、
か
つ
、
歌
枕
（
二
重
傍
線
部
参

照
）
を
詠
み
込
ん
で
い
る
勅
撰
集
入
集
歌
で
あ
る
。
以
下
、
あ
ら
た
め
て

本
文
を
列
挙
す
る
。

　
　
（
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
） 

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成　
　

こ
ま
と
め
て
な
ほ
水
か
は
む
款
冬
の
花
の
露
そ
ふ
ゐ
で
の
玉
川

 

『
新
古
今
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
一
五
九
番

　
　

題
し
ら
ず　
　
　
　
　

 

　
　
　

従
三
位
頼
政　
　

あ
ふ
み
路
や
ま
の
の
浜
べ
に
駒
と
め
て
ひ
ら
の
高
ね
に
花
を
み
る
か

な 

『
新
続
古
今
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
一
三
〇
番

　
　

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時　

 

　

定
家
朝
臣　
　

こ
ま
と
め
て
袖
う
ち
は
ら
ふ
か
げ
も
な
し
さ
の
の
わ
た
り
の
雪
の
夕

暮 

『
新
古
今
集
』
巻
第
六
冬
歌
、
六
七
一
番

右
の
三
首
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
枕
「
ゐ
で
の
玉
川
」「
ま
の
の
浜
（
べ
）」

「
さ
の
の
わ
た
り
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、そ
れ
ら
が
香
の
名
に
用
い
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、「
款
冬
の
花
」「
高
ね
に
（
本
伝
書
で
は
「
の
」）
花
」「
袖

う
ち
は
ら
ふ
」（
波
線
部
参
照
）
を
も
と
に
、香
之
記
に
書
く
名
目
「
山
吹

の
瀬
」「
峯
の
花
」「
袖
拂
ふ
」
が
案
出
さ
れ
て
い
る
。
三
首
の
歌
の
共
通

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

**
*

*
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点
を
軸
と
し
て
作
ら
れ
た
組
香
で
あ
る
。

《
楽
巻
―
二
二
》
竜
田
川
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
竜
田
川
香

 

　
古
今
集　
　
　
　
　

 

　
　
　

よ
み
人
不
知　
　

 

　
　

竜
田
川
紅
葉
み
た
れ
て
流
る
め
り
渡
ら
は
錦
中
や
た
へ
な
ん

 

　
　
　

是
を
と
り
て

 

　
新
古
今
集　
　
　
　
　

 

　
　
　

家
隆　
　

 

　
　

竜
田
川
栬
を
と
つ
る
薄
氷
渡
ら
は
そ
れ
も
中
や
た
へ
な
ん

 

　

此
哥
に
よ
つ
て
組
た
る
香
也
。」
楽
四
〇
オ

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
也
。

一　

紅
葉
の
香
、
薄
氷
の
香
、
錦
の
香
、
竜
田
川
の
香
客
香

也

、
各
二
包
充
、
都

合
八
包
打
交
、
其
内
一
包
除
け
、
残
七
包
出
香
と
す
地
香
外
に
拵
へ

試
に
出
す
べ
し

。
出
香

皆
焚
終
て
後
に
香
包
紙
を
開
く
也
。

一　

記
録
点
は
、
地
香
皆
一
点
充
也
。
客
の
香
、
二
炷
と
も
に
出
た
る
時

は
、
初
の
客
二
点
充
、
後
の
客
一
点
充
也
。
も
し
客
一
炷
斗
出
た
る

時
は
、
三
点
充
也
。
左
の
ご
と
し
。」
楽
四
〇
ウ

 

　

竜
田
川
香
記　
　

薄
氷
除
（
朱
）

 

　
〔
表
〕」
楽
四
一
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

紅
葉　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

コ　
　

　
　

薄
氷　
　
　

2　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8 

― 

1
＝
7

　
　

錦　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

竜
田
川　
　

2　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、
地
香
「
紅
葉
」「
薄
氷
」「
錦
」
の
香
（
以
上
、
試
香
あ
り
）、

客
香
「
竜
田
川
」
の
香
（
試
香
な
し
）、各
二
包
計
八
包
か
ら
一
包
を
除
き
、

残
り
七
包
を
用
い
、
名
乗
紙
に
答
え
を
記
す
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か

ら
香
包
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
。

記
録
点
は
、
地
香
を
聞
き
当
て
る
と
一
点
と
す
る
。
客
香
は
、
二
炷
出

る
場
合
と
一
炷
の
場
合
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
前
者
で
は
、
初
め
の
香
を

聞
き
当
て
る
と
二
点
、
後
の
香
で
は
一
点
と
し
、
後
者
で
は
、
一
炷
聞
き

当
て
て
三
点
と
す
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
冒
頭
に
は
、
ま
ず
『
古
今
集
』
の
次
の
歌
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。　

　

題
し
ら
ず　
　

 

　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
ず　
　

竜
田
河
も
み
ぢ
み
だ
れ
て
流
る
め
り
わ
た
ら
ば
錦
な
か
や
た
え
な
む

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭
*

*
*

*

*

*

*
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『
古
今
集
』
巻
第
五
秋
歌
下
、
二
八
三
番

そ
し
て
、
こ
の
歌
の
本
歌
取
り
と
し
て
、『
新
古
今
集
』
の
集
付
の
あ
る
家

隆
歌
が
掲
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、『
新
古
今
集
』
に
こ
の
歌
は
未
だ
見
出
し
得

な
い
。

家
隆
の
家
集
で
あ
る
『
壬
二
集
』
に
は
、
わ
ず
か
な
本
文
異
同
は
あ
る

が
、
同
一
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

建
暦
二
年
仙
洞
廿
首
歌
奉
り
し
中
に
、
冬
歌

竜
田
川
紅
葉
ば
と
づ
る
薄
氷
わ
た
ら
ば
そ
れ
と
中
や
絶
え
な
ん

 

　
　
　
　
『
壬
二
集
』
二
五
六
五
番

従
っ
て
、
こ
れ
が
家
隆
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
。

『
新
古
今
集
』
は
、
竟
宴
本
の
成
立
後
、
切
継
ぎ
時
代
に
入
る
が
、
新
し

い
歌
を
加
え
る
一
方
、
す
で
に
収
載
さ
れ
て
い
た
歌
を
削
除
す
る
と
い
っ

た
作
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
期
の
下
限
は
、
注
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

限
り
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
九
月
で
あ
る
と
い
う
（『
新
編
国
歌
大

観
』
新
古
今
和
歌
集
解
題
〈
後
藤
重
郎
氏
・
杉
戸
千
洋
氏
〉）。
は
た
し
て
、

当
該
家
隆
歌
は
、建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
に
行
わ
れ
た
「
仙
洞
廿
首
歌
」

（
後
鳥
羽
院
二
十
首
歌
合
）
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、切
り
継

ぎ
終
了
後
の
建
暦
年
間
の
歌
が
、『
新
古
今
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
と
は
、

ま
ず
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
本
歌
が
古
今
集
歌
で
あ
っ
た

こ
と
に
引
か
れ
、
家
隆
歌
を
新
古
今
集
歌
と
し
て
対
応
さ
せ
て
し
ま
っ
た

か
。香

の
名
の
う
ち
、「
紅
葉
」「
竜
田
川
」
は
両
歌
に
共
通
す
る
語
で
あ
り
、

ま
た
、「
薄
氷
」
は
家
隆
歌
、「
錦
」
は
古
今
集
歌
に
の
み
見
ら
れ
る
。
本

歌
と
本
歌
取
り
の
関
係
に
あ
る
二
首
の
歌
に
拠
り
、
竜
田
川
の
秋
と
冬
の

情
景
を
併
せ
て
作
っ
た
組
香
で
あ
る
。

《
楽
巻
―
二
六
》
き
ゞ
す
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
き
ゞ
す
香

 

　
古
今
六
帖　
　
　
　
　

 

　
　

中
納
言
家
持　
　

 

　
　

  

春
の
野
に
朝
啼
き
ゝ
す
の
妻
乞
に
お
の
か
有
か
を
人
に
し
れ

つ
ゝ

 

　

此
古
哥
の
心
に
便
て
組
侍
る
。

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
べ
し
。

一　

春
日
野
香
、
交
野
原
香
、
宮
城
野
香
、
武
蔵
野
香
、
嵯
峨
野
香
、
各

一
包
充
、
本
香
と
す
。
香
包
の
折
形
あ
り
各
外
に
拵
へ

試
に
出
す
。。
右
本
香
」
楽
四
七
オ

五
包
打
交
、
其
内
よ
り
一
包
密
に
開
て
香
を
取
除
け
、
其
跡
に
き
ゞ

す
と
名
付
て
、
別
香
一
炷
入
替
て
、
紙
の
内
に
心
覚
を
し
て
、
始
の

ご
と
く
包
み
、
又
交
て
都
合
五
包
出
香
と
し
、
一
包
宛
取
て
炷
出
す
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べ
し
。

一　

出
香
五
炷
終
り
て
、
何
野
香
と
き
ゞ
す
と
入
替
た
る
と
聞
た
る
通
り

に
認
出
す
べ
し
。
是
は
證
歌
の
心
也
。

一　

記
録
点
は
、独
中
り
五
点
、二
人
四
点
、三
人
よ
り
三
点
充
な
り
。
独

違
星
三
つ
、
二
人
星
二
つ
、
三
人
よ
り
星
一
つ
充
あ
る
べ
し
。
点
は

草
の
汁
に
て
野
草
の
ご
と
く
か
く
る
も
興
あ
り
。」
楽
四
七
ウ

　
　

き
ゞ
す　
　
　
　
　

名
乗

　
　
　
　

交
野
原

名
乗
紙
に
如
此

認
め
出
す
べ
し
。

一　

香
包
の
折
形
如
左
圖
寸
法
口
傳

 

　
　

畳
た
る
形　
　
　
　
　

開
た
る
形

 

　
　
　
〔
図
〕　　
　
　
　
　
　
〔
図
〕

一　

記
録
認
様
左
の
如
し
。」
楽
四
八
オ

 

　

き
ゞ
す
香
記

 

　
〔
図
〕」
楽
四
八
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

春
日
野　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

交
野
原　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

コ　
　

　
　

宮
城
野　
　
　

1
＝
1
＋
4
＝
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

武
蔵
野　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
替
（
中
身
の
み
）

　
　

嵯
峨
野　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

き
ゞ
す　
　
　

1　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、
ま
ず
、「
春
日
野
」「
交
野
原
」「
宮
城
野
」「
武
蔵
野
」「
嵯

峨
野
」
の
香
（
以
上
、
試
香
あ
り
）、
各
一
包
を
用
意
す
る
。
香
の
包
み
方

に
は
、
図
に
あ
る
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
形
が
あ
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
計
五

包
か
ら
一
包
を
取
り
出
し
、
ひ
そ
か
に
包
み
を
開
い
て
、
中
の
香
を
別
香

に
入
れ
替
え
る
。
こ
れ
を
「
き
ゞ
す
」
と
名
付
け
、
そ
の
名
を
香
包
の
内

側
に
記
し
て
か
ら
、
元
通
り
に
香
を
包
ん
で
、
他
の
四
包
に
交
ぜ
て
か
ら
、

一
包
ず
つ
焚
く
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
名
乗
紙
に
、「
き
ゞ
す
」

の
香
と
入
れ
替
え
た
香
の
名
を
答
え
と
し
て
記
す
。

記
録
点
は
、
独
り
聞
き
五
点
、
二
人
聞
き
当
て
る
と
四
点
、
三
人
以
上

で
は
三
点
と
す
る
。
ま
た
、聞
き
違
っ
た
人
数
が
、独
り
で
は
星
三
つ
、二

人
で
は
星
二
つ
、
三
人
以
上
は
星
一
つ
を
付
す
。
香
之
記
に
は
、
草
の
汁

を
使
い
、
野
草
の
葉
の
形
を
模
し
て
点
を
記
入
す
る
の
も
趣
が
あ
る
。

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

*

*

*

*

*

*

*
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（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
冒
頭
に
は
、『
古
今
六
帖
』
の
集
付
を
も
つ
家
持
歌
が
載
る
。

だ
が
、
現
存
伝
本
と
比
較
す
る
時
、『
古
今
六
帖
』
よ
り
も
む
し
ろ
、『
拾

遺
集
』
本
文
と
一
致
す
る
部
分
が
多
い
。

春
の
野
に
朝
啼
き
ゝ
す
の
妻
乞
に
お
の
か
有
か
を
人
に
し
れ
つ
ゝ

 

　
　

竹
幽
本
『
香
道
籬
之
菊
』

　
　

き
じ　
　
　
　

 

　
　
　

や
か
も
ち　
　

春
の
の
に
あ
さ
な
く
き
じ
の
つ
ま
ご
ひ
に
お
の
が
あ
り
か
を
人
に
し

ら
れ
て 

『
古
今
六
帖
』
第
二
、一
一
八
七
番

　
　

題
し
ら
ず　
　
　
　

 

　
　

大
伴
家
持　
　

春
の
の
に
あ
さ
る
き
ぎ
す
の
つ
ま
ご
ひ
に
お
の
が
あ
り
か
を
人
に
し

れ
つ
つ 

『
拾
遺
集
』
巻
第
一
春
、
二
一
番

波
線
部
分
「
朝
啼
」
は
、『
古
今
六
帖
』
と
同
じ
だ
が
、「
き
ぎ
す
の
」
と

「
知
れ
つ
つ
」
は
、『
拾
遺
集
』
本
文
と
一
致
し
、一
首
全
体
と
し
て
は
『
拾

遺
集
』
に
近
い
と
見
ら
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、『
古
今
六
帖
』
諸
本
に
お
い

て
も
、
桂
宮
本
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
伝
本
の
本
行
本
文
「
朝
啼
く
き

じ
の
」
の
傍
書
と
し
て
、「
あ
さ
る
き
ぎ
す
の
」
と
い
う
歌
句
を
得
る
。「
朝

啼
く
き
じ
の
」「
あ
さ
る
き
ぎ
す
の
」
は
、い
ず
れ
も
七
音
と
い
う
音
数
律

の
中
で
起
こ
っ
た
本
文
異
同
と
見
ら
れ
る
が
、
一
方
、
本
伝
書
の
「
朝
啼

く
き
ぎ
す
の
」
は
八
音
で
、
破
格
の
字
余
り
で
あ
る
。
本
組
香
が
「
き
ゞ

す
香
」
の
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、「
朝
啼
く
き
じ
の
」
で
は
な
く
、

「
あ
さ
る
き
ぎ
す
の
」
と
い
う
『
拾
遺
集
』
と
同
じ
本
文
で
あ
る
べ
き
と
こ

ろ
か
。
本
伝
書
に
見
ら
れ
る
結
句
「
人
に
し
れ
つ
つ
」
と
い
う
本
文
も
、

『
古
今
六
帖
』
の
多
く
の
伝
本
の
傍
書
に
見
ら
れ
る
が
、『
拾
遺
集
』
と
一

致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
伝
書
と
本
行
本
文
が
全
く
一
致
す
る
『
古
今

六
帖
』
は
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
当
該
歌
が
、『
古
今
六
帖
』『
拾
遺

集
』
と
い
っ
た
異
な
る
歌
集
間
に
お
け
る
校
合
の
可
能
性
を
含
め
て
、
伝

来
の
過
程
で
起
こ
し
て
い
た
本
文
の
揺
れ
の
一
端
が
、
本
伝
書
に
も
見
出

せ
る
で
あ
ろ
う
。

香
の
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る
五
つ
の
歌
枕
「
春
日
野
」「
交
野
原
」「
宮

城
野
」「
武
蔵
野
」「
嵯
峨
野
」
の
う
ち
、「
宮
城
野
」
を
除
く
四
つ
は
、
い

ず
れ
も
「
雉
」（
き
じ
／
き
ぎ
す
）
と
詠
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　

  

冷
泉
院
春
宮
と
ま
う
し
け
る
と
き
、
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る

に
よ
め
る　

 

源
重
之　
　

か
す
が
野
に
あ
さ
な
く
き
じ
の
は
ね
お
と
は
雪
の
き
え
ま
に
わ
か
な

つ
め
と
や 

『
詞
花
集
』
巻
第
一
春
、
六
番
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鷹
狩　
　
　
　
　

 

　

基
俊　
　

や
か
た
尾
の
鷹
手
に
す
ゑ
て
朝
た
て
ば
か
た
の
の
原
に
き
ぎ
す
な
く

な
り 

『
堀
河
百
首
』
冬
十
五
首
、
一
〇
六
七
番

　
　

十
二
番　

右
勝 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
政　
　

霞
を
や
煙
と
み
ら
む
武
蔵
野
の
つ
ま
も
こ
も
れ
る
き
ぎ
す
鳴
く
な
り

 

『
別
雷
社
歌
合
』
二
四
番

　
　

廿
七
番　

左　
　
　

 

　
　

兼
宗　
　

き
ぎ
す
な
く
さ
が
の
の
は
ら
の
み
ゆ
き
に
は
ふ
る
き
あ
と
を
や
ま
づ

た
づ
ぬ
ら
ん 
『
六
百
番
歌
合
』
冬
部
、
五
三
三
番

ち
な
み
に
「
宮
城
野
」
は
、「
萩
」
や
「
鹿
」
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
こ
と

が
多
い
。
従
っ
て
、
す
べ
て
の
歌
枕
が
雉
と
の
関
わ
り
が
と
く
に
深
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
野
原
に
隠
れ
る
雉
を
追
う
と
い
う
組

香
の
趣
向
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
ら
の
歌
枕
は
、
伝
統
的
に
よ
く
知
ら
れ
た

狩
り
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

《
楽
巻
―
二
七
》
一
声
香

【
翻
刻
】

 

△
（
朱
）
一ヒ

ト
コ
ヘ声

香

 

　
拾
遺
集　
　
　
　
　
　

 

　
　

源
公
忠
朝
臣　
　

 

　
　

行
や
ら
で
山
路
暮
し
つ
郭
公
今
一
声
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に

 

　

此
哥
に
よ
つ
て
組
た
る
也
。

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
べ
し
。

一　

行
や
ら
で
の
香
、
山
路
暮
し
つ
の
香
、
郭
公
の
香
、
今
一
声
の
香
、
き

か
ま
ほ
し
さ
に
の
香
、各
一
包
充
、都
合
五
包
聞
香
と
す
香
包
の

仕
立
様 

梅
花
香
に

同
じ　

。」

楽
四
九
オ

一　

郭
公
香
斗
り
を
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
其
外
の
香
は
試
な
し
。

一　

聞
香
五
包
を
一
炷
充
焚
出
す
。
郭
公
の
香
、
何
炷
目
に
出
た
る
を
聞

て
書
付
出
す
。
其
餘
の
香
は
聞
捨
也
。
五
炷
聞
終
て
後
に
今
一
声
の

聞
か
ま
ほ
し
さ
と
い
ふ
心
に
て
、
火
末
を
又
小
包
に
夫
〳
〵
に
包
分

て
、
交
合
、
前
の
こ
と
く
焚
出
す
也
。
扨
て
、
十
炷
皆
焚
終
て
包
紙

を
開
く
べ
し
。
此
香
は
二
度
炷
返
す
故
、
人
数
多
は
聞
が
た
し
。
又
、

香
木
も
其
心
得
有
て
、
火
末
永
き
香
木
を
考
用
ゆ
べ
し
。」
楽
四
九
ウ

一　

記
録
点
は
、
始
の
郭
公
斗
り
独
聞
二
点
、
二
人
よ
り
一
点
、
後
郭
公

斗
は
、
独
聞
四
点
、
二
人
よ
り
三
点
充
、
初
後
の
郭
公
を
聞
た
る
は
、

各
二
点
充
の
増
を
か
く
る
べ
し
。
聞
の
褒
美
を
書
く
也
。

 

　

始
の
郭
公
中
り　
　
　

上
の
句
を
書

 

　

後
の
郭
公
中
り　
　
　

下
の
句
を
書

 
　

始
後
郭
公
二
炷
中
り　

一
首
を
書

 

　

二
炷
不
聞
は　
　
　
　

眠
と
書

 

認
様
左
に
記
す
。」
楽
五
〇
オ
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一
声
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
楽
五
〇
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

行
や
ら
で　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　

山
路
暮
し
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

初 　
　

 

後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

郭
公　
　
　
　
　
　
　
　

1 コ　
　
　

5 　
　

 

⑤　

炷
殻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

今
一
声　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

　
　

き
か
ま
ほ
し
さ
に　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
行
や
ら
で
」「
山
路
暮
し
つ
」「
郭
公
」「
今
一
声
」「
き
か

ま
ほ
し
さ
に
」
の
香
、
各
一
包
計
五
包
を
用
い
る
。
本
組
香
で
は
、
初
段

で
焚
い
た
香
の
火
末
（
焚
き
殻
）
を
後
段
で
焚
く
た
め
、
初
段
の
香
包
と
、

そ
の
焚
き
殻
を
包
む
た
め
の
中
身
が
空
の
香
包
を
一
組
に
し
て
、
五
組
用

意
し
て
お
く
。
こ
の
香
包
の
仕
立
て
方
は
、
梅
花
香
（
本
伝
書
で
は
射
巻

に
収
載
さ
れ
る
）
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
梅
花
香
で
は
、
青
の
香
包
と

赤
の
香
包
を
一
組
に
し
、
包
紙
の
色
に
よ
っ
て
前
段
と
後
段
の
香
を
区
別

し
て
い
る
。

さ
て
、「
郭
公
」
の
香
の
み
試
香
を
行
っ
て
か
ら
、
本
香
に
入
る
。
初
段

で
は
、
五
包
を
一
炷
ず
つ
焚
い
て
、「
郭
公
」
の
香
が
何
炷
目
に
出
た
か
を

名
乗
紙
に
書
く
。
そ
の
他
の
香
は
聞
き
捨
て
に
す
る
。
後
段
で
は
、
初
段

で
用
い
た
香
の
火
末
を
、
用
意
し
て
お
い
た
包
紙
に
個
々
に
包
む
。
そ
し

て
、
出
香
の
順
序
を
無
作
為
に
決
め
る
た
め
香
包
を
交
ぜ
て
か
ら
、
初
段

同
様
に
一
炷
ず
つ
焚
く
。
名
乗
紙
に
は
、「
郭
公
」
の
香
が
何
炷
目
か
を
書

い
て
答
え
と
す
る
。十
炷
す
べ
て
を
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
香
包
を
開
き
、正

答
を
披
露
す
る
。

本
組
香
は
、
一
度
焚
い
た
香
を
も
う
一
度
焚
く
た
め
、
連
衆
の
人
数
が

多
い
と
、
聞
き
当
て
る
の
が
難
し
く
な
る
。
ま
た
、
用
い
る
香
木
も
、
焚

き
終
わ
り
の
香
が
長
く
続
く
も
の
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。

記
録
点
は
、前
段
の
独
り
聞
き
は
二
点
、二
人
以
上
は
一
点
と
す
る
。
ま

た
、
後
段
の
独
り
聞
き
は
四
点
、
二
人
以
上
は
三
点
で
あ
る
。
初
段
・
後

段
を
両
方
聞
き
当
て
る
と
、
二
点
ず
つ
、
計
四
点
が
加
算
さ
れ
る
。
香
之

記
の
最
下
段
に
は
、褒
美
の
こ
と
ば
と
し
て
、初
段
を
聞
き
当
て
る
と
、本

組
香
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
和
歌
の
上
句
「
行
や
ら
で
山
路
暮
し
つ
郭
公
」

を
、
ま
た
、
後
段
で
は
下
句
「
今
一
声
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に
」
を
、
さ
ら

に
、
皆
の
場
合
は
一
首
全
体
を
記
し
、
両
方
聞
き
違
っ
た
場
合
は
「
眠
」

と
書
く
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
の
冒
頭
に
は
、
次
の
『
拾
遺
集
』
歌
が
載
る
。

　
　

北
宮
の
も
ぎ
の
屏
風
に　

 

　

源
公
忠
朝
臣　
　

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭

⎫｜⎬｜⎭
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*
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*
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*
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行
き
や
ら
で
山
ぢ
く
ら
し
つ
ほ
と
と
ぎ
す
今
ひ
と
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ

し
さ
に 

『
拾
遺
集
』
巻
第
二
夏
、
一
〇
六
番

組
香
の
眼
目
は
、
下
句
の
「
今
ひ
と
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に
」（〈
時

鳥
の
声
を
〉
あ
と
一
声
聞
き
た
く
て
）
と
い
う
表
現
に
、
初
段
で
焚
い
た

香
の
焚
殻
を
後
段
で
も
う
一
度
聞
く
と
い
う
趣
向
を
重
ね
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。
ま
た
、「
郭
公
」
の
香
の
み
聞
き
、他
は
聞
き
捨
て
に
す
る
の
も
、「
今

一
声
」
を
求
め
る
和
歌
の
内
容
に
即
し
た
趣
向
で
あ
ろ
う
。

《
楽
巻
―
二
八
》
五
行
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
五
行
香

一　

試
な
し
。

一　

名
乗
紙
に
て
聞
べ
し
。

一　

木
火
土
金
水
の
香
、
各
二
包
充
拵
へ
、
五
行
を
一
包
充
、
左
右
に
分

置
き
、
先
つ
左
方
の
五
包
を
焚
出
し
終
て
右
方
の
五
包
の
内
よ
り
二

包
取
て
焚
出
す
残
三
包

は
不
用

。
七
包
皆
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。」
楽
五
一
オ

一　

後
二
炷
の
香
を
、
始
五
炷
の
内
に
何
炷
目
と
同
香
な
る
と
聞
て
、
名

乗
紙
に
認
出
す
な
り
。

一　

後
二
炷
の
香
を
聞
中
た
る
斗
に
、其
哥
の
上
句
の
五
文
字
を
認
る
。不

中
は
明
置
く
也
。
点
を
か
け
る
に
及
ず
。
香
元
に
後
の
二
炷
に
は
朱

星
を
付
る
べ
し
。

 

　
　

五
行
の
哥　
　

 

　
　

定
家　
　

 

木
（
朱
）　

  

國
と
め
る
民
の

の
煙
に
も
外
山
の
木
々
の
も
と
ぞ
し
ら

る
ゝ
」
楽
五
一
ウ

 

同　
　

 

火
（
朱
）　

  

ふ
か
き
夜
の
道
に
先
達
松
の
火
の
ひ
か
り
を
お
く
る
契
り

は
か
り
や

 

同　
　

 

土
（
朱
）　

  

わ
き
そ
め
し
始
も
し
ら
ず
あ
ら
か
ね
の
土
よ
り
な
れ
る
四

方
の
海
山

 

同　
　

 

金
（
朱
）　

  

霜
さ
へ
て
月
影
白
き
風
の
う
ち
に
お
の
が
秋
な
る
鐘
の
音

か
な

 

同　
　

 

水
（
朱
）　

  

行
ゑ
な
き
山
の
し
づ
く
の
露
斗
り
流
る
ゝ
水
の
す
へ
の
し

ら
な
み

一　

記
録
認
様
左
の
ご
と
し
。」
楽
五
二
オ

 

　

五
行
香
之
記　
木
土

水 

除
（
朱
）

 
　
〔
表
〕」
楽
五
二
ウ
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【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

木　
　
　
　
　
　
　

右 　

 　
　

後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5 　

 　
　

…

　
　

火　
　
　
　
　
　
　

× 

― 

3
＝
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　

　
　

土　
　
　

2　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左　

　
　

金　
　
　
　
　
　
　

5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
…
初

　
　

水　
　
　
　
　
　
　

1

本
香
に
は
、「
木
」「
火
」「
土
」「
金
」「
水
」
の
香
、
各
二
包
計
十
包
を

用
意
す
る
。
こ
れ
を
、「
五
行
」（
木
・
火
・
土
・
金
・
水
）
の
香
、
各
一

包
計
五
包
の
二
組
に
し
、
左
方
と
右
方
に
分
け
る
。
試
香
は
な
い
。
ま
ず
、

初
段
と
し
て
、
左
方
の
五
包
を
焚
き
、
次
に
、
後
段
と
し
て
、
右
方
の
五

包
の
う
ち
の
二
包
を
焚
く
。
残
り
三
包
は
用
い
な
い
。

答
え
は
、
後
段
の
二
炷
の
香
が
、
初
段
の
五
炷
の
う
ち
の
何
炷
目
と
同

香
で
あ
る
か
を
名
乗
紙
に
記
す
。
香
之
記
に
は
、
聞
き
当
て
た
場
合
の
み
、

「
木
」
の
香
で
は
「
國
と
め
る
」、「
火
」
の
香
で
は
「
ふ
か
き
夜
の
」、「
土
」

の
香
で
は
「
わ
き
そ
め
し
」、「
金
」
の
香
で
は
「
霜
さ
へ
て
」、「
水
」
の

香
で
は
「
行
ゑ
な
き
」
と
い
う
よ
う
に
、「
五
行
の
哥
」
の
初
句
を
記
し
、

聞
き
違
っ
た
場
合
は
空
白
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
点
数
を
付
け
る
必
要
は

な
い
。
な
お
、
香
之
記
に
は
、
初
め
に
初
段
の
正
答
を
記
し
て
お
き
、
後

段
二
炷
の
正
答
に
は
、
朱
で
星
を
付
す
。
な
お
、
星
は
、
多
く
の
場
合
、
香

を
聞
き
違
え
た
と
き
に
墨
で
書
く
減
点
記
号
で
あ
る
が
、本
組
香
で
は
、正

答
に
朱
で
付
す
記
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

本
組
香
に
お
い
て
、香
之
記
に
初
句
を
記
す
「
五
行
の
哥
」
が
ま
と
ま
っ

て
載
る
歌
集
は
、『
拾
遺
愚
草
員
外
』
で
あ
る
。

　

十
五
首
歌

　
　

木

国
と
め
る
民
の
か
ま
ど
の
煙
に
も
外
山
の
木
木
の
も
と
ぞ
し
ら
る
る

 

（
三
七
九
番
）

　
　

火

ふ
か
き
夜
の
道
に
さ
き
だ
つ
松
の
火
の
光
を
お
く
る
契
ば
か
り
や

 

（
三
八
〇
番
）

　
　

土

わ
き
そ
め
し
は
じ
め
も
し
ら
ず
あ
ら
か
ね
の
土
よ
り
な
れ
る
よ
も
の

海
山 

（
三
八
一
番
）

　
　

金

霜
さ
え
て
月
か
げ
し
ろ
き
風
の
う
ち
に
お
の
が
秋
な
る
か
ね
の
お
と

か
な 

（
三
八
二
番
）

　
　

水

行
へ
な
き
山
の
し
づ
く
の
露
ば
か
り
な
が
る
る
水
の
す
ゑ
の
し
ら
な

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

⎧｜｜｜｜⎨｜｜｜｜⎩
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*

*
*
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み 

（
三
八
三
番
）

こ
れ
ら
の
歌
の
中
に
は
、
単
独
で
『
夫
木
抄
』
他
の
歌
集
に
載
る
も
の
も

あ
る
が
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
す
る
限
り
、
五
首
ま
と
ま
っ
て
載
る
の

は
、『
拾
遺
愚
抄
員
外
』
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
所
収
歌
と
の
語
句
の

異
同
も
全
く
な
い
。
本
組
香
が
、
直
接
こ
れ
を
参
看
し
た
か
ど
う
か
は
即

断
で
き
な
い
が
、『
拾
遺
愚
草
員
外
』
の
後
世
に
お
け
る
享
受
の
一
端
と
し

て
看
過
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
香
之
記
に
記
す
名
目
と
し
て
、
五
行
の
題
を
そ
の
ま
ま
示
す
、

「
外
山
の
木
木
」「
松
の
火
」「
あ
ら
か
ね
の
土
」「
か
ね
の
お
と
」「
な
が
る

る
水
」
と
い
っ
た
歌
句
は
用
い
ら
れ
な
い
。
和
歌
そ
の
も
の
を
知
ら
な
け

れ
ば
、
一
見
、
題
と
の
結
び
付
き
が
わ
か
り
に
く
い
、「
國
と
め
る
」「
ふ

か
き
夜
の
」「
わ
き
そ
め
し
」「
霜
さ
へ
て
」「
行
ゑ
な
き
」
と
い
う
各
々
の

歌
の
初
句
を
書
く
趣
向
に
し
た
と
こ
ろ
に
、
和
歌
を
素
材
と
し
て
組
香
を

作
る
際
の
、
本
伝
書
の
ひ
と
つ
の
姿
勢
が
窺
え
よ
う
。

な
お
、
前
掲
『
拾
遺
愚
抄
員
外
』
の
冒
頭
に
「
十
五
首
歌
」
と
あ
る
の

は
、「
木
」「
火
」「
土
」「
金
」「
水
」
の
題
の
歌
の
後
、「
東
」「
西
」「
南
」

「
北
」「
中
」「
青
」「
黄
」「
赤
」「
白
」「
黒
」
と
い
う
題
の
歌
十
首
が
続
き
、

全
十
五
首
が
一
連
の
歌
群
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

附
記

　

本
稿
は
、「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
19

期
研
究
会
第
4
研
究
、、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題

番
号
１
６
Ｋ
０
０
４
６
９
、
い
ず
れ
も
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度
）
に
お
け

る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

　

な
お
、
竜
田
川
香
所
載
の
『
新
古
今
集
』
の
集
付
の
あ
る
家
隆
歌
の
出
典
に

つ
い
て
は
、
小
山
順
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
楽
・
二
九
丁
表
）

（
楽
・
二
九
丁
裏
）

（
楽
・
三
〇
丁
表
）

（
楽
・
三
二
丁
裏
）
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（
楽
・
三
三
丁
表
）

（
楽
・
三
三
丁
裏
）

（
楽
・
三
四
丁
表
）

（
楽
・
三
四
丁
裏
）
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（
楽
・
三
五
丁
表
）

（
楽
・
三
五
丁
裏
）

（
楽
・
三
六
丁
表
）

（
楽
・
三
六
丁
裏
）
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（
楽
・
三
七
丁
表
）

（
楽
・
三
七
丁
裏
）

（
楽
・
三
八
丁
表
）
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（
楽
・
四
〇
丁
表
）

（
楽
・
四
〇
丁
裏
）

（
楽
・
四
一
丁
表
）
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（
楽
・
四
七
丁
表
）

（
楽
・
四
七
丁
裏
）

（
楽
・
四
八
丁
表
）

（
楽
・
四
八
丁
裏
）
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（
楽
・
四
九
丁
表
）

（
楽
・
四
九
丁
裏
）

（
楽
・
五
〇
丁
表
）

（
楽
・
五
〇
丁
裏
）
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楽
・
五
一
丁
表
）

（
楽
・
五
一
丁
裏
）
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楽
・
五
二
丁
表
）

（
楽
・
五
二
丁
表
）


